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氏　　　名 年齢 行 政 区

髙　倉　正　子 84 前田
須　和　ロ　ク 85 前田・八和木
細　川　マスヱ 89 上飯樋
油　座　チ　ヨ 88 草野
金　澤　利　道 73 前田・八和木

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

８
月
12
日
・
13
日　

飯
舘
村
役
場
飯
野
出
張
所
で
お
聞
き
し
ま
し
た

橋本美由紀さん（深谷）
（質問）「友達と別れたくない」という子ども
たちの気持ちを尊重し、村の小中学校に通わ
せていますが、「村の土地で育っていないの
に村の学校に通っている」ということが不思
議に感じられる時があります。

金子益雄さん（長泥）
（質問）汚された土地建物はきちんと除染をして
ほしいと思っています。帰還困難区域の除染はき
ちんとされるのでしょうか。村は国や東京電力に
対しどのような要望を出しているのでしょうか。

（回答）全村避難から４年目を迎え、多くの方がさまざまな不安や葛藤
を抱えながら生活されていることとお察し申し上げます。
　お話にありましたように、避難生活が長期化するに伴い、子どもたち
にとって、村の暮らしが少しずつ遠いものになってきていることは否め
ません。しかしながら、これから子どもたちが社会に巣立っていく上で、
村の人々との関わりの中で子どもたち同士が友情を育み、飯舘村民であ
ることの誇りや自信をもって成長していくことは、意義あるものと考え
ています。
　村としては、そうしたふるさと･飯舘村が培ってきた文化や歴史、村
づくりの取り組みを子どもたちに知っていただく「ふるさと教育」を進
めています。
　中学校の民話の伝承や田植え踊り、小学校の社会科副読本「わたした
ちの村いいたて」の活用や地域の方の話を聞くといった授業などは、こ
うした「ふるさと教育」の一環です。また、小学６年生を対象とした「沖
縄までいの旅」や中学生を対象とした「未来への翼事業」なども、外か
ら飯舘村を見て、飯舘村の良さやふるさと･飯舘村を考えていただくこ
とを目的にしています。
　村から離れていますが、村としては、子どもたちが飯舘村民としての
誇りや自信を抱いて育っていけるよう教育の充実に努めてまいります。
今後も教育委員会にご意見をお寄せくださいますようお願いいたします。

（回答）村はこれまで、帰還困難区域の長泥行政区について、平成24年度
から他の19行政区同様、除染を実施するよう国に要望してまいりました。
　昨年12月末に環境省が示した「特別地域内除染実施計画（飯舘村）」
では、「概ね年間積算線量50ミリシーベルト超（平成24年３月時点の線量）
となる帰還困難区域」について、「除染技術の確立及び作業員の安全性
の確保のための除染モデル実証事業の結果、復興計画の絵姿及び線量の
程度等を踏まえ、除染の実施に向けて早急に検討する」としています。
　村は、これを踏まえ、長泥行政区と協議をしながら、除染に向けて国
に対する要望等を今後とも続けてまいります。

人口　　 今   月（前月比）  　昨年同期
男 2905 （＋4） 2925
女 2991 （＋3） 3012
計 5896 （＋7） 5937

世帯数 1631 （－2） 1661

（平成 26 年８月１日現在）
ひとの うご き 7 月１日～ 31日までの

◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入 9 人
転出 4 人
出生 5 人
死亡 3 人

（平成22年国勢調査に基づき増減された人口）
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村
か
ら
課
か
ら
係
か
ら
の
「
教
育
と
生
涯
学
習
の
ペ
ー
ジ
」
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紹

介
し
た
「
第
３
回
思
い
や
り
ま
で
い
ラ
リ
ー
ピ
ン
ポ
ン
卓
球
交
流

会
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記
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（
Ｐ
11
）
で
高
倉
英
子
さ
ん(
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和
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介
し
て
い
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写
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っ
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お
り
ま
し
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し
く
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前
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で
す
。

　
　

訂
正
し
て
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご冥福をお祈り申しあげます

いつまでもお幸せに

すくすくと元気に育ってね

氏　　　名 出 身 地
木　幡　昌　博 伊丹沢
門　馬　百香里 南相馬市
巻　野　晋　也 伊丹沢
細　川　円　香 上飯樋
小　林　光　平 飯樋町
石　川　めぐみ 二本松市
髙　田　隆　広 関根・松塚
細　川　美　香 上飯樋
菅　野　　　守 関根・松塚
アグスティンリベラ、アーリーン フィリピン共和国

（7月21日から8月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行政区

細　川　颯
そう

　冴
が

 くん 政彦・真里奈 上飯樋

中井田　　　昇
のぼる

 くん 晃・かおり 大倉

菅　野　煌
こう

　清
せい

 くん 公貴・真美 小宮
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５
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場
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美
し
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き
誇
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タ
イ
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ン
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り
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れ
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㈱
赤
塚
植
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園
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開
発
し
た
ま
っ
た

く
新
し
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植
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で
す
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暑

さ
に
非
常
に
強
く
、
毎
年

夏
に
子
供
の
顔
（
直
径
15

～
25
㎝
）
ほ
ど
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
▼
夏
休
み
中

の
中
学
校
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は
、
勉
強
に

部
活
に
熱
心
な
生
徒
の
姿
。

夏
の
が
ん
ば
り
は
き
っ
と
、

実
を
結
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
木
幡
）

　

姑
し
ゅ
う
どど

仲な
が

の
悪
い
嫁
居い

で
、
ど
う
も
気
が

合
わ
な
く
て
医
者
の
ど
ご
さ
行
っ
て
、
姑

を
殺
す
毒
薬
を
く
れ
と
頼
ん
だ
そ
う
だ
。

　

医
者
は
「
俺
は
病

び
ょ
う
気ぎ

を
治
す
の
が
仕
事

だ
が
ら
そ
ん
な
も
の
は
渡わ

だ

さ
ん
に
ぇ
」
っ

て
断

こ
ど
わ
っ
た
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う
し
て
も
っ
て
頼
む
ん
で
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医
者
は
、「
そ
れ
で
は
毒
薬
を
や
る
。
姑

に
は
親し

ん
せ
づ切
に
し
て
、
誰
に
も
絶
対
気
づ
か

れ
な
い
よ
う
に
使
う
ん
だ
」
ど
言ゆ

っ
て
、
あ
る
薬
を
渡
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
で
が
ら
、
ま
た
そ
の
嫁
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が
来

て
、「
あ
の
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を
や
っ
た
ら
、
姑
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ん
が
と
で

も
い
い
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に
な
っ
て
し
ま
っ
て
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す
訳
に
は

い
が
ね
ぐ
な
っ
た
が
ら
、
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を
消
す
薬
を
も
ら

い
で
ぇ
」
っ
て
言
っ
て
き
た
。「
あ
あ
そ
う
か
。

そ
れ
は
良
が
っ
た
。
実
は
あ
れ
は
毒
で
は
な
く

て
、
身か

ら
だ体
が
丈
夫
に
な
る
薬
だ
っ
た
ん
だ
」
ど

言
っ
た
ど
い
う
。
名
医
の
話
で
あ
る
。
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話
者
／
故
・
佐
藤
源
二
さ
ん
（
二
枚
橋
・
須
萱
）　

い
い
た
て
民
話
の
会

発
行
「
飯
舘
む
か
し
ば
な
し
」
か
ら
転
載]

嫁
の
毒
薬
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▲暑さに負けず大輪の花を咲かせました


